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(財)財務会計基準機構会員 
 

平成１９年１１月７日 

各 位 

 

会 社 名      星 光 Ｐ Ｍ Ｃ 株 式 会 社               

代表者名  代表取締役社長         乗越 厚生 

（コード番号 4963 東証二部） 

問合せ先  取締役管理本部長 伊佐木 融 

                         （TEL．０３－６２０２－７３３１） 

 

中間期の連結業績に関するお知らせ 

 
 平成 19 年９月中間期の連結業績について下記の通りお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成 19 年９月 中間期の連結業績（平成 19 年４月１日 ～ 平成 19 年９月 30 日） 

                    （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） １２，４００      ３７０ ４００ ２１０ 

中  間  期  実  績（Ｂ） １２，１４２      ２８０ ２９５ １３０ 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △２５８      △９０ △１０５ △８０ 

増  減  率（％） △２．１  △２４．３ △２６．３ △３８．１ 

（ご参考） 
前期(平成 19 年３月期中間)実績 

１１，６９４      ３３７ ３５４ ２１１ 

 

２．連結業績差異の理由 

当社の中心事業である製紙用薬品事業につきましては、国内においては計画値をほほ達成 

し、前年同期を上回る営業利益を確保しましたが、実質販売開始初年度の中国における製紙

用薬品事業で、旺盛な需要に対応するための先行費用の発生、市場のニーズに適合した高付

加価値製品の浸透の遅れ、原料価格の上昇等によって計画値を上回るコストが発生したこと

が、連結業績予想の下方修正の主たる理由であります。 

中国事業に関しましては、市場のニーズに適合した高付加価値製品の販売を促進・定着さ 

せるとともに、コスト削減策を実施し、販売価格の是正を図ることによって、早期の黒字化

を実現いたします。 

なお、当社の事業のもう一つの柱である樹脂事業につきましても、計画値をほぼ達成し、 

前年同期並の営業利益を確保しております。 
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（ご参考） 

事業地域別営業利益                （単位：百万円、％） 

 国内事業 海外事業 計 

平成 19 年３月期中間（Ａ） ３９８ △６１ ３３７ 

平成 20 年３月期中間（Ｂ） ４３４ △１５４ ２８０ 

増  減  額（Ｂ－Ａ） ３６ △９３ △５７ 

増  減  率（％） ９．０ ― △１６．９ 

 

 

以  上 


